
定期本部大会を開催し 、第9 期がスタ ート しまし た定期本部大会を開催し 、第9 期がスタ ート しまし た !!

第 1 号議案　「 監査報告の件」

第 2 号議案　「 第8 期（ 2 0 2 0 年度）活動報告に関する件」

第 3 号議案　「 第８ 期（ 2 0 2 0 年度）決算および剰余金処分( 案)に関する件」

第 4 号議案　「 第9 期（ 2 0 2 1 年度）運動方針( 案) に関する件」

第 5 号議案　「 第9 期（ 2 0 2 1 年度）予算( 案) に関する件」

第 6 号議案　「 組合規約の改訂( 案) に関する件」

第 7 号議案　「 組合規約改訂の承認に関する券」

第 8 号議案　「 IM GU マスコ ッ ト キャ ラ ク タ ー(案)に関する件」

第 9 号議案　「 本部評議員の互選に関する件」

第 1 0 号議案　「 選挙管理委員の指名に関する件」

P11 三越伊勢丹支部・ 北海道統括支部

P1 2
仙台三越支部・ 新潟三越伊勢丹支部
静岡伊勢丹支部・ 名古屋三越支部・ 広島三越支部

P1 3
高松三越支部・ 松山三越支部・ 岩田屋三越支部
エムアイ フ ード スタ イ ル支部

P1 4

エムアイ カ ード 支部・ IM BS 支部・ IM PD 支部
IM S 支部・ IM H 支部・ M IN T 支部
関連グループ支部Ⅰ・ 関連グループ支部Ⅱ

P1 5 監査役員・ 上部団体派遣員

P1 6 組合事務所・ スタ ッ フ 紹介

労働組合の会議体のう ち、 最高の議決機関で、 各

支部（ グループ 企業ご と の組合組織）の組合員の代

表（ 本部大会代議員）が集まり 、 本部の方針、 決算、

予算、 労働組合のルール（ 組合規約）の改訂などにつ

いて、 話し 合っ て決定するう さ ！

大会の中で 本部役員を 選出する 選挙も 一緒に行

われるう さ ね！

定期大会は毎年1 0 月初旬に開催し ていて、 そこ

から １ 年間の新し い活動がスタ ート するう さ よ～

CON TEN TS

第9 期　 定期本部大会の議案

P1 定期本部大会「 議事日程」

P2
第9 期 運動方針のポイ ント

P3

P4
第8 期 活動経過報告

P7

P8 議案に寄せら れた質疑や意見/退任者紹介

P9 本部執行委員長あいさ つ

P1 0 本部組織図・〈 役員紹介〉本部四役・ 本部執行委員

定期本部大会と は?

定期本部大会を開催し 、第9 期がスタ ート しまし た !
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 定期本部大会
特別号

1 0 月7 日に本年も 定期本部大会を各地域よりリ モート で開催し 、 IM GU の第9 期の本支部運動方針ならび

に予算を審議決定し まし た。

また、 大会中に本部大会選挙区の選挙も 実施し 、 本部役員が選出さ れまし た。 大会特別号では、 本部定期

大会の内容と 選出さ れた本・ 支部役員を紹介し ます。

教えて！イングちゃん

今年も
リ モート での開催
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第９ 期 本部運動方針の考え方と 重点政策

定期本部大会では、 第9 期運動方針の考え方と 、 3 つの重点政策について

説明があったう さ よ

運動方針の考え方を中心に、 教わった内容をイングちゃんが解説するう さ ね 💪

A LL メ ンバー

◆ 第9 期運動方針の考え方 ◆　 ※議案書より 抜粋

各々の立場・ 役割で全員が参加し 関わっ ていく 。 スタ ンスは、 みんなで前向き に楽し く !

メ ンバーと の直接対話を継続・ 強化し ていき ます。 執行部の発信に対し てコ ンスタ ント に意見集約ができ る体制

を目指し ます。

・ 組合活動は組合役員だけでする も のではあり ません。 基本的には全員が組合員であり 、 全員で取り 組むも のです。

・ 企業業績を 踏ま えた賞与交渉など、 厳し い状況である こ と は確かですが、 スタ ン スはみんなで前向き に楽し く ! やっ ていき たいで

すね! そも そも 組合活動っ て楽し いも のですよ !

・ 職場でみんなが困っ ている こ と を 改善する ! 危険な場所・ 不衛生な場所を 無く す ! なども 組合活動であり 、 目に見える関わり やすい

部分から 全員で改善・ 向上する活動に全員で取り 組んでいかれるよ う にし ていき ます。

・ 人事制度、 経営方針など日常的には意識し ないこ と ですが、 無関心であっ ても 自分自身と 無関係ではいら れないのです。 全員で参

加し て、 組合活動を 盛り 上げていき まし ょ う !

・ 各支部（ 各社）ごと に状況も メ ン バーのニーズも 異なり ます。 なので、 自分たち が目指すと こ ろ を 明確にし てみんなで一丸と なっ て

取り 組んでいく こ と が重要です。

・ 2 0 1 0 年のIM G U 結成時から 、 本部発信をも と に各支部の取り 組みを 標準化する こ と を 目指し てき まし た。 その取り 組みにより 、

各支部で労使通年協議が行われ、 メ ンバーズ VOICE が行われる こ と も 普通のこ と と なり まし た。

・ こ れから は、 本部や H D S から の方針に基づいて横並び…ではなく 、 各支部のメ ン バー全員が主体的に取り 組んでいく こ と がと て

も 重要になっ てき ます。 みんなで「 ある べき 姿」 を 描き、 そのためにはどんな優先順位で、 どのよ う なスケジュ ール感で、 何に取

り 組んでいく か? をみんなで考えら れる よ う にし ていき まし ょ う !

・ 現場の組合役員でも 、 専従執行部でも 、 組合役員みんな同じ こ と を 言っ ていたら 、「 こ れが組合の考えか!」 と いう のは今まで以上

に分かる よ う になる と 思いますし 、 自分の意見も 伝えら れて納得度も 高まり ますよ ね?

・ 全員参加 ! 主体的に ! と 上の方に書かれていますが、 そのためには「 組合執行部はこ う 考えている ! なぜなら こ う だから !」 と いう 情

報がないと 個々人で考える こ と は難し いので、 組合の発信力を高めていき ます !

・ 直接接点がない人が言っ ている こ と よ り も 、 身近にいる 知っ ている 人が言っ ている こ と のほう が影響力が大き いですよ ね。 なので、

今まで以上に、 現場にいる 組合役員が様々な情報・ 考えを 発信でき る よ う にし ていき ます !

支部労使協議の充実

自分たちで労働条件のあるべき 姿を策定し 、 実現に向けて主体的に取り 組む!

組織のカ ルチャ ーを変えグループ指針への反応的労使協議から 、 各支部のあるべき 姿を基にし た支部最適主体

的労使協議を目指し ます。 本部によるサポート 体制強化と 、 各支部執行部の「 あるべき 姿を描く 力・ 問題解決す
る力」 の向上を図り ます。

発信力を高める
普段身近な兼任役員の影響力は大き い。 兼任も 専従も 同じ レベルであるべき 姿を語る !

身近にいる兼任役員があるべき 姿を語り 、 組合員一人ひと り が主体的に考えら れる体制をステッ プ感を 持っ て
目指し ます。

それ、 安全衛生

委員会と 職場懇話会で

言っ てみよ～う さ

また評価についての説明が

なく て納得でき ないう さ よ～

こ れも 伝えてみるう さ かな～

役員

ト イ レ が古いし

汚ないし 、

イ ヤう さ よ

う ちの支部では

所定労働時間を

短縮し たいう さ よ

今のままでは苦し いかも

だけど、 でも 所定労働

時間を 短縮し たいう さ よ

そっ か!

削減はう れし いけど、 業務改

善どう 考えるのか

聞いてみよ～う さ !

う ～ん、 急に意見っ て

言われても …なんか

違う な～そう じ ゃ ないな～

と は思う んだけどう さ

それは組合の言っ てる

こ と も 分かるけど、

こ の着眼点が欠けてる

かも う さ ね

主体的っ て、

ガツガツ発言する !

みたいな積極的と は

また違う う さ ね

考えるための情報が

重要う さ !

メ ンバー

専従役員 兼任役員
メ ンバー

反応的 主体的

メ ンバー
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労働条件なんてイイ方がいいに決まってるし 、 すぐにでも 実現し たいけど、

会社の業績と か将来を 考えると 何も 言えなく なってし まう う さ ね…

だから 、 どう なったらいいのか?  その優先順位は?  いつから やる ? みたいなこと を

よ～く 考えて交渉するために「 労働条件ロード マッ プ」 が必要になるう さ ね　  !

重点政策を含む分野別の活動計画は定期本部大会議案書に

掲載さ れているう さ よ　 　 各支部の方針も あるう さ よ

①

労働福祉活動

· 社内外の背景や要請を踏まえた、 グループ労使協議取り 組みの方向性を示し ていき ます。

· 注力する協議項目は、 第一に今年度の業績を踏まえた「 賞与交渉」 です。 今年度の賞与交渉は非常に大きな意味を持

ちます。
· 各支部がより 主体的に支部労使協議を推進する体制の構築およびサポート 体制の実現を目指し ます。

　 具体的には本部と し て労働条件のグループ指針を示し 、 各支部が自社の労働条件における中長期のあるべき 姿を描き 、

　 実現するための「 労働条件ロード マッ プ」 を策定するこ と で、 納得性ある労使協議を目指し ます。

②

経営対策活動

· 好循環のサイ ク ルを生み出せる経営のチェ ッ ク 機能・ パイ プ機能の更なる強化が必要です。

· 具体的には、 前期までおこ なっ てきた経営懇話会のあるべき 姿の明確化や言語化を踏まえ、 その実現や定着に向けた

　 各支部への継続的なチェ ッ ク と サポート をおこ ないます。
· ま た、「 現場活動と 連携し た経営対策活動」 の実現に向けて重要と なる、 各支部における職場懇話会について、 ある

べき 姿・ 目指すべき姿を明確化すると と も にその定着に向けたチェ ッ ク と サポート をおこ ないます。

③

現場活動

· メ ンバーは日々の疑問や改善などの課題感を組合役員につなぐ こ と 、 また執行部に対し 意見を伝えるこ と が求めら れ
ます。

· そのためには、 メ ンバーが身近な組合役員から 日常的に組合の考えや活動を聞き、 考える環境があるこ と が必要です。

　 執行委員は専従・ 兼任の違いなく 、 活動全般に対する「 あるべき姿」 を描き 、 日々メ ンバーに伝える（ 発信する）こ と が
重要です。

· 結果と し て、 一人ひと り が自分の立場や役割で、 自分たちの労働条件や労働環境について考え、 行動するこ と に繋が

り ます。
· 全員参加のサイ ク ルを回せるよう に、 本部と し て具体的な取り 組みのステッ プ感などを提示し ていき ます。

④

広報活動

· 組合H P の抜本的見直し にを実施。 対外向け・ 内部向け共に見やすく 、 内容を拡充する。 Tw itte r含め対外広報は更に

強化。
· LIN E、 デジタ ルサイ ネージはH P への流入ツールと 位置づけ、 興味がわく 内容を簡潔に発信。

· H P へのアク セスより も 垣根が低い Y am m erへの投稿をカ ジュ アル×高頻度で実施、 組合の発信力を強化。

⑤

ダイ バーシティ
推進

· 幅広く ダイ バーシティ 推進の考え方や行動基準を策定、 広く メ ンバーに発信するこ と で職場風土の改善に繋げる。
· 介護や疾病など顕在化し づら い課題を抱えるメ ンバーのため、 相談会や相談窓口の明確化、 組合役員のｽｷﾙｱｯﾌﾟ に取

り 組む。

· 人事制度と の連携や性別・ 障がい・ 国籍など新たな分野の研究に着手するため、 意識調査等メ ンバーの課題の把握に取
り 組む。

⑥

社会貢献活動

· 経済的支援や人的・ 物的支援について、 対処すべき 課題と 定め、 支援団体や活動を検討、 SD Gs を切り 口に発信。

· 東北支援の取組みは、 経済的復興や現地と の交流を通じ た防災意識の醸成、 社会貢献活動参加のきっ かけと し て取り
組む。

· 愛の募金活動はキャ ッ シュ レス募金を参加手段の選択肢の一つと し 、 メ ンバーに参画する機会の拡充に取り 組む。

⑦

教育サポート 活動

· キャ リ アプラ ンは前期をふまえ 4 0 歳・ 5 0 歳、 5 5 歳以上の移行対象者に実施し 、 世代や雇用形態など対象の拡大に

も 取り 組む。

· ラ イ フ プラ ンは初年度①マネー、 ②デジタ ルコ ミ ュ ニケーショ ン、 ③S D G s の3 つの切り 口でカ リ キュ ラ ムを 導入

する。
· 自己啓発支援制度はより 利用者の拡大につながる制度や告知の方法、 効率的な申請・ 受付方法へと 見直し に取り 組む。

⑧

政策・ 政治活動

· 労使で解決でき ない国や地域に関わる職場課題に対し 、 政策政治活動を通じ て解決に取り 組む。
· 2 0 2 2 年に改選と なる "かわいたかのり "議員の支援活動を主体的に推進する。

· 政治政策活動の必要性を自然に感じ ら れる取り 組みを行ない、 メ ンバーの理解促進、 定着を進める。

⑨

組織政策・
人財育成

· 体系化し た教育の継続化と 更なるブラ ッ シュ アッ プ、 IM G U の人材像やあるべき姿を見据えたプログラ ムの企画立案
を実施。

· 専従を中心と し た教育カ リ キュ ラ ムの実施に加え、 現場兼任役員を含めた各支部内の人材育成のOJT サポート 、 フ ォ

ローアッ プ、 入り 込みなど、 現状の課題を踏まえた上で担当と し ての関わり 方・ 取り 組みを議論、 検討する。

◆ 第9 期運動方針における重点政策 ◆　 ※議案書よりポイント を抜粋

◆ 第9 期における分野別活動計画 ◆　 ※議案書より 重点政策①～③を除く ポイント を抜粋

第９ 期における本部分野別活動計画
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本部定期大会では、 第8 期（ 2 0 2 0 年1 0 月〜2 0 2 1 年9 月）の活動の振り 返り が報告さ れまし た。

イングちゃんと 一緒に第8 期に立てた活動の計画と 、 取組みの結果（ 良かった点・ 課題の残ったポイ

ント ）について振り 返るう さ よ

・ グループの置かれた状況は依然厳し く 、 更には活動が制限さ れる中で、 前期より 深化し たデジタ ル活用、 メ ンバー接点の

あり 方の見直し に対応し 、 スピード を持っ た取り 組みを進めるこ と ができ まし た。

・ また、 本部と し て各種取り 組みガイ ド ラ イ ンや指針・ モデルプラ ンの提示など、 発信を行いまし た。

・ 一方で、 発信内容の具現化に向けたサポート 体制や、 各支部が主体性を持てる体制には課題が残り まし た。

経営対策活動・ 労働福祉活動・ 現場活動・ 広報活動・ 役員人財の育成を重点に活動し まし た。

① 経営対策活動　 ～私たちの労働条件に基と なる企業の経営のチェ ッ ク と サポート の取組み～

② 労働福祉活動　 ～賃金や人事制度、 働く 環境の整備など、 私たちの労働条件を整備する活動～

③ 現場活動　 ～メ ンバーから 日頃寄せら れる職場の課題を解決する活動～

④ 広報活動　 ～私たちの活動を広く メ ンバーに知っ ても ら う ための活動～

⑤ 組合役員人財の育成　 ～日頃の組合活動を中心と し て推進する人財育成の取組み～

・ グループや各社の生残り のための取組みに対し て、 V O ICE を 通

じ たチェ ッ ク と サポート の取組み

・ 企業や事業の構造改 に対する本革 ・ 支部連携のも と 「 守るべき 労
働条件」 をふまえた意思決定

➡
・ 構造改革 や事業存続について、 経営判断の経緯、 進捗等を確認し

会社への具体的な要望・ 提言、 支部と の連携ができ た。

・ 各支部に対し て経営情報の共有など、 チェ ッ ク 機能に関する本部
サポート を始めたが支部によるばら つき が残る。

重点ポイ ント 重点ポイ ント の振り 返り

・ 未曾有の環境変化を受けて企業の存続と 雇用を最大限確保するた

めのリ スク シナリ オの検討と 対応

・ やり がい・ 働き がいの向上にむけたグループ労使協議（ 人事・ 賃金
制度、 働き 方改 ）革 の取組み

➡
・ 社内外で関心の高い事項（ 短時間社員・ 出戻り 再雇用・ 在宅勤務）に

ついてグループと し てのガイ ド ラ イ ンを策定し た。

・ ガイ ド ラ イ ン策定済みの部分についても 、 各支部への落と し 込み
などはこ れから であり 、 具体的なサポート が必要。

・ 兼任役員を軸に職場の環境改善や課題解決する体制の確立

・ 労使協議上の対象者の意見の吸い上げと 労使協議への反映

・ メ ンバーへの情報発信を増やし 、 意見を集約する機会の充実 ➡
・ メ ンバーの声をタ イ ムリ ーに集めるこ と はでき てき ているが、 改

善のサイ ク ル化までには至っ ていない。

・ 動画での情報発信、 form s での意見集約が軌道に乗っ てき ている。
一方で、 動画発信ができ ていない支部も ある。

・ H P を内容と 運用の両 で面 見直し 、 メ ンバーが欲し い情報を入手

するこ と のでき る環境整備

・ L IN E 公式アカ ウン ト の本・ 支部が連携し た活用によ る タ イ ム
リ ーな情報発信と 友だち数拡大にむけた取組み

➡
・ メ ンバーの分かる部分でのH P の改修には至っ ていない。

・ H P の機能（ 内部向け・ 外部向け）をも と に改修計画中。

・ LIN E では支部発信も 増え、 タ イ ムリ ーな情報発信はできている。
一方で発信内容への課題は残っ ている。

・ 組合役員に求めら れる人財像や行動規範に基づいた、 人財育成体
系の整備の継続

・ 役員の経験や職務に応じ た教育カ リ キュ ラ ムの稼働 ➡
・ 第7 期で構築し た教育カ リ キュ ラ ムを実施するこ と ができ た。 ビ

ギナー編のほか、 書記長想定のアド バンス編も 実施。

・ スキルチェ ッ ク シート を活用し てキャ リ ア構築に繋げた。

・ 役員人財像に基づく 育成プログラ ムの策定は継続事項。

第８ 期（ 2 0 2 0 年度）活動報告

◆ 第8 期の全体振り 返り ◆

◆ 第8 期の重点ポイント の振り 返り ◆

　 第8 期は新型コ ロ ナウィ ルスの影響によ り 、 私たち の生活や仕事を 取巻く 環境にも 大き な変化が生じ たこ と

から 、 全員参加で「 労働組合の活動のあり 方」 や「 私たちの働き 方」 の変革 を成し 遂げ、 難局を乗り 越えるこ と

をテーマにスタ ート し まし たう さ

大きな環境変化を機に、 私たち全員で変革を成し 遂げよう !
〜直接対話を通じて企業の変革を全員で成し 遂げ、 難局に挑戦する 1 年〜

テーマ
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第８ 期におけるそれぞれの分野別活動を「 良かっ た」「 課題の残る」 それぞれのポイ ント で振り 返り まし た。

　 　 　 　 良かっ たポイ ント 　 　 　 　 課題の残る ポイ ン ト

労働福祉活動

・ 社員ステ ージ A 制度の成案化、 短時間勤務制度、 出戻

り 再雇用制度、 在宅勤務のグループガイ ド ラ イ ンを策定

し た。
・ 各支部通年協議の進捗確認、 サポート する場を新たに設

けた。

・ コ ロナ禍の対応（ 休業・ ワク チン接種時の取扱い）を協議。

・ 関心の高い 6 0 歳以降雇用の方向性を示せていない。

・ 支部が主体的に取り 組める 様なサポート 体制が取れて

いない。
・ 労働時間管理（ 総実含む）について各支部でバラ つき が

ある。

・ 職場風土改革 に関する取り 組みの進捗が遅れている。

経営対策活動

・ コ ロナ関連（ 経営面 ・ 営業面 ）の確認を適宜密に実施。 ま
た、 決算報告などと 併せて、 役員やメ ンバーへ情報共有

を実施し た。

・ 経営懇話会活性化に繋がる 具体的なフ レ ームなどを 提

供し た。
・ 構造改革 ではメ ンバーの安心の為に具体的な要望・ 提言

を実施。

・ 中期経営計画の発表延期に伴い、 詳細の確認は今後と な
る。

・ 特に職場懇話会における 各支部ルーティ ン 化には課題

が残る。
・ 構造改革 について、 チェ ッ ク 機能を強化し 、 各メ ンバー

が最大限やり き れる体制を改めて構築する必要がある。

◆ 第８ 期運動方針における分野別活動の振り 返り ◆

広報活動

・ 各支部から のLIN E発信を強化、情報発信頻度が高まっ た。

・ 本部広報誌を 組合活動や組合役員の周知と 位置づけ発
刊し た。

・ 各ツール（ LIN E・ サイ ネージ…）の位置づけを明確化し た。

・ 広報活性化のためにキャ ラ ク タ ー「 イ ングちゃ ん」 の活
動を開始。

・ H P について改修対応に止まり 抜本的見直し まででき て

いない。
・ 支部LIN E・ Y am m er発信の頻度・ 内容など標準化が必要。

・ サイ ネージの各拠点への設置と 動画コ ン テン ツ 化によ

る関心度向上。
・ 動画広報は社会貢献活動、 委員長挨拶に止まっ た。

具体的な

活動紹介

具体的な

活動紹介

具体的な
活動紹介

IM GU メ ッ セージ

2 0 2 1 年度版発刊

労使共催『 STOP セク ハラ 』
防止ポスタ ーのリ ニュ ーアル

LIN E@

『 目標管理制度の

適正運用に向けて pa rt1 』
動画配信

組合Tw itte r

『 目標管理制度の

適正運用に向けて pa rt2 』

動画配信

2 0 2 0 年1 1 月
従業員意識調査実施

（ 回答： 1 2 ,6 1 8 人・ 6 1 .5 ％）

H D S 経営懇話会
定期開催

いつでも どこ でも

情報を確認できる !

組合LIN E の登録も
お願いし ます ! !
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ダイバーシティ
推進

・ 介護サポート 百科の仕事と 両立にフ ォ ーカ スし た更新・

発刊に加え、 研修むけ動画の作成など、 情報提供の土台
を構築し た。

・ オン ラ イ ン でグループ全社対象の介護個別相談会を 実

施し た。
・ 支部サポート と し て各支部育児 V OICE の実施状況を把

握し た。

・ 情報提供ツールを整備し たも のの、 その周知には課題が
残る。

・ ダイ バーシティ 推進や職場風土改善にむけ、 ダイ バーシ

ティ の考え方の策定に着手し たも のの、 完成や情報発信
には至っ ていない。

・ 人事制度と の連携、 新たな領域の研究には至っ ていない。

社会貢献活動

・ 2 0 年冬の愛の募金活動から キャ ッ シュ レスの募金活動
を開始し た。

・ コ ロ ナ禍を 受けて日本財団のコ ロ ナ対策の基金へ寄付

や、 首都圏支部対象でフ ード バンク への支援品回収・ 寄
付を実施。

・ 東北復興支援では、 石巻と のオンラ イ ンイ ベント に初挑

戦し た。

・ S D G s の視点で活動領域を 定めたが、 S D G s を 切り 口
と し た発信や絞り 込んだ一部の分野での支援活動がで

きなかっ た。

・ キャ ッ シュ レ ス募金は多く のメ ン バーの参画と いう 点
に課題が残っ た。

・ 取組み内容に関する周知・ 広報が不足し 、 浸透し ていな

い。

具体的な

活動紹介

具体的な
活動紹介

キャ ッ シュ レス募金の概要は ➡

『 介護と 仕事の両立に向けて』
動画配信

『 介護の個別相談会』
オンラ イ ン・ リ アル開催実施

『 育児と 仕事の両立に向けて

〈 復職後編〉』 動画配信

介護サポート 百科
（ 2 0 2 1 年度版）発刊

『 疾病と 仕事の両立』

動画配信

『 育児と 仕事の両立に向けて

〈 妊娠～産休・ 育休編〉』 動画配信

愛の募金寄贈先

東京都　 守ろう 東京・ 新型コ ロナ対策医療支援寄付金 6 0 0 ,0 0 0

宮城県　 新型コ ロナウイ ルス感染症対策寄付金 2 0 0 ,0 0 0

新潟県　 にいがた結プロジェ ク ト ~ 新型コ ロナウイ ルス感染症対策応援基金 2 0 0 ,0 0 0

愛知県　 あいち医療応援基金 2 0 0 ,0 0 0

広島県　 新型コ ロナウイ ルス感染症対策寄付金 2 0 0 ,0 0 0

日本赤十字社・ 令和2 年7 月豪雨災害義援金 3 0 0 ,0 0 0

北海道　 エールを 北の医療へ 2 0 0 ,0 0 0

静岡県　 新型コ ロナウイ ルスに打ち勝つ静岡県民支え合い基金寄付金 2 0 0 ,0 0 0

愛媛県　 新型コ ロナウイ ルス感染症対策応援寄付金 2 0 0 ,0 0 0

香川県　 新型コ ロナウイ ルス医療対策支援『 カ ンバレ さ ぬき 応援寄付』 2 0 0 ,0 0 0

福岡県　 新型コ ロナウイ ルス感染症に関する対策・ 支援『 ふく おかふるさ と 寄付金』 2 0 0 ,0 0 0

令和2 年7 月豪雨　 災害見舞金給付 3 7 0 ,0 0 0

日本赤十字社・ 令和3 年2 月福島県沖地震災害義援金 3 0 0 ,0 0 0

令和3 年2 月福島県沖地震　 災害見舞金給付 8 0 0 ,0 0 0

U A ゼンセン　 ボラ ンタ ス活動 2 0 0 ,0 0 0

令和元年台風1 5・ 1 9 号　 災害見舞金給付 5 0 ,0 0 0

合　 　 　 　 計 4 ,4 2 0 ,0 0 0

日本盲導犬協会 1 0 0 ,0 0 0

日本ユニセフ 協会 1 0 0 ,0 0 0

日本財団 1 0 0 ,0 0 0

合　 　 　 　 計 3 0 0 ,0 0 0

災
害
支
援
等

本
部
支
援
団
体
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組織政策・
人財育成

・ 組合役員のベース知識と なる ビ ギナー編教育を 月 1 回

程度、 主に書記長を想定と し たアド バンス編を 8 期で 1
回実施し た。

・ 教育プ ロ グラ ムの体系化・ 可視化（ チェ ッ ク リ ス ト 作

成）に取り 組み、 チェ ッ ク リ スト に基づいた育成を 仕組
み化し た。

・ 面 談・ OJT などの仕組み化に止まり 、 各支部の現状に応
じ た課題に対し ての踏み込みや、 フ ォ ロー体制には至ら

なかっ た。

・ 組合人財像に対し て、 組織のあるべき 育成プログラ ムの

　 深掘り や、 方向性を踏まえた検討は未着手。

政策・ 政治
活動

・ 機関会議や各議案書等を通

じ て、 政策や政治に関する

積極的な情報発信を行い、
執行部における活動への理

解が進んだ。

・ 特にコ ロナ禍でのカ スハラ
や緊急事態時の営業継続要

請など、 百貨店に関連する

組織内議員の活動により 関
心が高まっ た。

・ メ ンバー向けに、 各種広報

ツールを利用し た情報発信

を随時実施し たも のの、 全
体への周知、 理解向上は不

十分な状況。

・ かわいたかのり 組織内参院
議員の支援活動を行いなが

ら 、「 政治の生活への影響」

など肌身での理解促進が必
要。

教育サポート
活動

・ 誰でも ･ いつでも ･ どこ でも 参加でき る教育を 目指し ユ

ニオン プラ ン を ①入社時②キャ リ ア③ラ イ フ ④自己啓

発へ再編の方向性を示し た。
・ ①統一カ リ キュ ラ ムを 導入、 4 0 ･5 0 歳キャ リ ア教育は

オンラ イ ンで開催し た。

・ ラ イ フ 教育をマネーを皮切り に導入に着手し 、 9 月中旬
開始予定。

・ オンラ イ ン教育では、 ハード や通信の面 での課題が多く

生じ た。

・ 5 5 歳以上のキャ リ ア教育移行対象者や雇用形態や年齢
を 問わずに参加でき る 教育カ リ キュ ラ ム開発には課題

が残っ た。

・ 自己啓発支援の申請は増えたが、 利用者は一部に限ら れ
る。

東北復興支援

オンラ イ ンイ ベント

（ エント リ ―2 1 名）

『 2 0 2 1 年 IM GU メ ッ セージ

3 .1 1 特別号』 配信

『 2 0 2 0 年度寄付・ 寄贈報告』

動画配信

『 かわいたかのり 支援号』 発刊

具体的な

活動紹介

具体的な

活動紹介

具体的な

活動紹介

キャ リ アラ イ フ プラ ン

セミ ナーⅠ

（ 4 0 才時研修）

7 5 名参加

ユニオンスク ール

開催

キャ リ アラ イ フ プラ ン

セミ ナーⅡ

（ 5 0 才時研修）

9 0 名参加

現場活動

・ メ ン バーの声を タ イ ムリ ーに集約でき る 仕組みを つく

れた。

・ 職場委員会での課題集約はN E W で取り 組めた支部も 多
い。

・ デジタ ルツールでのV O ICE など新し い形式が定着し つ

つある。

・ VOICE に代わる動画での情報発信が行われ始めた。

・ 兼任役員が「 起点・ 主体」 と まではなっ ていない。

・「 職場懇話会」 でのコ ンスタ ント な問題解決に至っ てい

ない。
・ 月1 報告動画の発信がコ ン スタ ン ト に行われていない

ケースも ある。

・ 動画視聴の負担（ 組合・ メ ンバー双方）を解決する必要が

ある。
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議案に寄せら れた質問と 意見

退任本部役員紹介

第8 期をも っ て

小菅元生さ ん（ 本部副執行委員長）、

宮本真一さ ん（ 本部執行委員）の

2 名が本部役員を退任し まし た。

長き にわたり 組合活動にご尽力いただき

あり がと う ございまし た。
本部副執行委員長

小菅　 元生さ ん

本部執行委員

宮本　 真一さ ん

岩田屋三越支部　 松山　 尚平

・ 政治活動について力を入れていき たいと 思っ ている が、 まわり のメ ン バーの反応を 見ても 、 政

治に対し て関心度が高い方と 低い方と の差がある と 感じ ている 。

・ 本部のかわい議員の支援等、 政治活動の発信について動画配信以外の施策を 共有し て頂き 、 今

後の参考にさ せてほし い。

北海道統括　 書記次長　 木村　 正男

・ カ スタ マーハラ スメ ント の対応について、 支部でも 進めていき たいと 思っ ています。

・ 今後対応を おこ なっ ていく 上で、 グループの具体的な取り 組み方針を 共有し てほし い。

・ また、 メ ン バーへの知識向上のためにはど のよ う に啓発活動等を おこ なっ ていけばよ いのか

アド バイ スがほし い。

政治政策
について

名古屋三越支部　 書記次長　 小川　 紗也加

・ 雇用の確保や、 企業の存続は大前提ではある が、 現状の厳し い業績の中でも、 総実労働時間

や賞与等、 様々な交渉を し て行く 事を メ ン バーから も 求めら れている と 感じ ている 。

・ 各企業の業績や環境が違う 中で、 組合本部と し て、 賃金や働く 環境など、 何を 重要視し なが

ら 交渉し ていく のか考えがあれば共有し てほし い。

労働福祉
について

高松三越支部　 書記長　 竹本　 夏輝

・ 第 8 期は新型コ ロ ナの影響等があり 、 制約が多い中での活動を し てき たが、 今後、 新型コ ロ

ナが終息し たと し ても 、 以前のよ う なラ イ フ スタ イ ルや活動のスタ イ ルに戻ら ずに、 分野別

活動に関し ても 変化し ていく と 感じ ている 。

・ 第8 期は本支部各々が模索し ながら デジタ ルの活用を試みてき たが、 IM GU 全体と し てのデジ

タ ル活用の感触と 、 第9 期においてのデジタ ル活用の考え方を 教えてほし い。

分野別活動
について

新潟三越伊勢丹支部　 書記長　 大野　 夏希

・ 第8 期の反省で『 チェ ッ ク 機能に関する 本部サポート を 始めたが、 支部によ り ばら つき が残る

こ と と 、 職場懇話会における 各支部ルーティ ン化に課題が残る 』 と あり 、 それを 受けて第9 期

の方針では『 経営懇話会・ 職場懇話会について継続的なチェ ッ ク と サポート 』 と 掲げている。

・ こ の継続的なチェ ッ ク と サポート の内容を 具体的に教えてほし い。

・ ま た、 各支部で状況も 違う こ と から、 よ り 活性化さ せていく ための参考と し て、 各支部の職

場懇話会・ 経営懇話会がどのよう に行われているかを 共有する 機会を 作っ てほし い。

経営対策活動
について

三越伊勢丹支部　 執行委員　 森園　 能久

・ 第9 期運動方針の『 オールメ ンバーに発信力に基づく 兼任役員を巻き 込んだ現場活動』 の実現

に向けて、 兼任役員と 現場活動を 体現し て行く ためには、 メ ン バーから の意見の吸い上げや、

意見に基づいて課題の抽出、 解決策の立案など 役員全員がレ ベルアッ プ し なければなら ない

と 考えている。

・ 支部の中でも 教育の機会を 設けている が、 ノ ウハウの蓄積と いう と こ ろ は課題がある と 考え

ているこ と から 、 兼任役員に対し ての支援を し てほし い。

人材育成
について
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本日は、 各事務所・ 会議室と リ モート でのハイ ブリ ッ ト での開催と な

り まし たが、 皆さ ん、 お忙し い中ご出席を 頂き まし てあり がと う ござ

います。 大会開催の準備・ 運営にあたっ て頂き まし た本部書記局・ 各支

部書記局・ スタ ッ フ の皆さ ん、 感謝申し 上げます。

そし て、 第8 期を も っ てご退任さ れた本部役員、 各支部の全ての組

合役員の皆さ ん、 8 期の期中で退任さ れた皆さ んのこ れまでのご貢献

に対し てこ の場を借り て感謝申し 上げたいと 思います。

こ の第8 期を 振り 返っ てみる と 、 企業内においても 様々な変化があ

り まし た。

コ ロ ナウィ ルス感染拡大によ る 影響は言う までも あり ませんが、 当

社グループ内でも 、 三越伊勢丹不動産の株式譲渡、 三越恵比寿店の営

業終了、 ソ シエ・ ワールド の株式譲渡、 その他の中小型店の営業終了・ 事業終了等が生じ ています。 また、 今年

の4 月には経営体制の変更、 それに伴う 新たな経営計画の発信などがさ れています。

また、 企業業績に関し て、 最終利益で 2 期赤字連続の状態であり 、 今年度は営業利益ベースでも 厳し い状況

にあり 、 まだまだ先行き不透明な環境下にあると 言えます。

こ のよ う な中で、 新たな経営体制の下での経営計画が発信さ れていますが、 企業業績を 回復し 、 当社の新た

な成長軌道に乗せていく には、 こ れら の経営計画をスピーディ に実現し ていく こ と が必要です。

一方で、 こ う し た変化が大き く 、 かつそのスピード が速い状況下において、 成果を着実に挙げていく 為には、

特に「 考え方の理解や浸透を図り 納得性の高い状態を 作る こ と 」「 課題が生じ た場合に改善するべく 健全な議論

ができるこ と 」 が重要と 考えます。 現在、 経営と し ても 従業員と の対話を進めてはいますが、 本質的な課題は会

社のラ イ ンではなかなか経営に上がり にく いも のです。

従っ て、 こ のよ う な変革 期こ そ、 健全かつ透明性の高い企業経営の実践や従業員の納得性の向上の観点から

労働組合の役割は非常に重要と なり ます。 その為に「 会社が健全な企業経営の状態にあるかをチェ ッ ク し ていく

こ と 」「 メ ン バーと 会社の方向性を 共有し つつ、 現場の課題について議論を 行っ ていく こ と 」「 会社と の議論に

おいて、 課題解決に向けて現場実態を踏まえた議論を深めていく こ と 」 と いっ た活動を 従来以上に「 A LL メ ン

バー」 で進めていき たいと 思います。 こ の「 ALL メ ンバー」 の考え方は、 メ ンバーの納得性向上と 組合の組織力

強化と いう 点で非常に重要な取組みになり ます。 こ れまでは、 組合の中でも 専従役員が中心と なっ て推進し て

き まし たが、 メ ン バー起点での活動、 メ ン バーの納得性、 と いっ た観点から すれば、 よ り 身近な役員の皆さ ん

の参画が必要になり ます。 そし て、 よ り 多く の役員の皆さ んが参画する こ と で、 組合の組織力向上、 つまり 現

場の力と なり 、 変革 の推進に向けた力にも 繋がるも のと 思います。

それ以外にも 、 今期も 様々な活動に取組んでいき ますが、 こ れら の現場起点での経営対策活動の確立を 最重

要課題と し て注力し ていき たいと 思います。 各支部の役員の皆さ んには、 こ れまで

も 様々な活動に参画頂いており ますが、 こ れまでより 0 .5 歩でも 1 歩でも 、 進めて

頂く こ と がより よ い職場づく り 、 よ り よ い会社作り に繋がり ます。 各支部での具体

的な取組みに関し てはそれぞれの機関会議等で互いに議論を 深め、 本支部一丸と

なっ て実践し ていき まし ょ う 。

活動を進めていく にあたっ ては、 推進役である 組合役員が、 組合活動へ楽し んで

参画し て頂き 、 少し でも 活動の輪を 広げて頂き たいと 思います。 そし て、「 組合活

動に参加し て良かっ た」「 会社に組合があっ て良かっ たな」「 こ の会社で働いていて

良かっ たな」 と 感じ ても ら えるメ ンバーを 一人でも 増やし ていく 、 そんな一年にし

ていき たいと 思います。 一年間どう ぞよろ し く お願いし ます。 本日はあり がと う ご

ざいまし た。

菊池本部執行委員長あいさ つ
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本部執行委員長

菊池　 史和
三越伊勢丹支部

副執行委員長

本部副執行委員長

堀之内　 和文

本部副執行委員長

濱野　 洋一郎 
三越伊勢丹支部

副執行委員長

本部副執行委員長

内田　 高史
三越伊勢丹支部

執行委員長

本部副執行委員長

村石　 正宏

本部書記次長

川原林　 尚子
三越伊勢丹支部

書記長

本部書記次長

小山　 満代
エムアイフ ード スタ イル支部

副執行委員長

三越伊勢丹ビジネス・ サポート 支部

副執行委員長

本部書記長

津田　 陽介

本部書記次長

玉谷　 謙一朗
北海道統括支部

執行委員長 

磯原　 由紀夫
エムアイカード 支部
執行委員長
関連グループ支部Ⅰ
執行委員長

五味渕　 晴枝
関連グループ支部Ⅰ

書記次長

池上　 芽
三越伊勢丹支部

執行委員

田中　 昭宏
共済会事務局長

田中　 剛
三越伊勢丹プロパティ・
デザイン支部
執行委員長
三越伊勢丹ニッコウト ラ ベル支部
執行委員長
関連グループ支部Ⅱ
執行委員長

濱　 周平
三越伊勢丹システム・

ソリューショ ンズ支部

執行委員長

山口　 善崇
三越伊勢丹ビジネス・

サポート 支部

執行委員長

三越伊勢丹ヒューマン・

ソリューショ ンズ支部

執行委員長

沼　 雄大
広島三越支部

執行委員長

廣瀬　 亜沙子
高松三越支部

執行委員長

小原　 健
松山三越支部

執行委員長

本部副執行委員長

本田　 英治
岩田屋三越支部

執行委員長

白井　 慶祐
エムアイフ ード スタ イ ル支部

執行委員長

石井　 高広
仙台三越支部

執行委員長

星田　 竜介
新潟三越伊勢丹支部

執行委員長

大木　 芸子
静岡伊勢丹支部

執行委員長

中村　 毅史
三越伊勢丹支部

副執行委員長

林　 佳弘
名古屋三越支部

執行委員長

国岡　 真哉
三越伊勢丹支部

執行委員
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